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教育実習報告会

教職課程履修学生「パラ駅伝」でサポート
ボランティア

大学の活動

1
月
20
日(

水)

に
、

平
成
27
年
度
の
小
学

校
・
特
別
支
援
学
校
教

育
実
習
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
3
・
4

年
生
た
ち
は
実
習
を

通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
な

ど
を
教
職
を
希
望
す

る
後
輩
た
ち
に
語
り

ま
し
た
。
様
々
な
教
科

に
関
し
て
勉
強
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
児

童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
理
解
や
障
が
い
の
程

度
に
合
わ
せ
た
教
材

作
り
の
難
し
さ
、
児

童
・
生
徒
の
注
意
を
ひ

き
つ
け
る
た
め
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
、
後
輩

か
ら
の
質
問
も
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
28
日(

土)

、
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
主
催
の

「
第
12
回
学
生
＆
企
業
研
究

発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
、
「
外

国
人
観
光
客
で
あ
ふ
れ
る
栃

木
に
」
を
テ
ー
マ
で
発
表
し
た

経
営
学
部
の
中
島
ゼ
ミ
が
、

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大学の活動

本
学
と
Ｈ
・Ｃ
栃
木
日
光
ア

イ
ス
バ
ッ
ク
ス
は
、
連
携
協

力
協
定
に
も
と
づ
き
、
「
デ
ュ

ア
ル
＆
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

の
形
成
支
援
事
業
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
よ
り
、
Ｈ
・
Ｃ

栃
木
日
光
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス

の
現
役
選
手
高
橋
淳
一
選

手
と
大
津
夕
聖
選
手
が
、
作

新
学
院
大
学
経
営
学
部
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

の
学
生
と
し
て
入
学
し
、
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
充
実
に

向
け
て
学
習
活
動
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
4
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
と
の
連
携
協
力
協

定
に
も
と
づ
き
、
宇
都
宮

ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
の
全
面
的
な

支
援
の
も
と
、
地
域
に
根

ざ
し
、
地
域
に
期
待
さ
れ

「
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
」

と
し
て
全
国
か
ら
も
注
目

さ
れ
る
自
転
車
部
競
技
班

を
創
部
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
県
内
の

優
秀
な
高
校
生
を
本
学
で

育
成
で
き
る
体
制
を
構
築

し
、
栃
木
県
の
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
発
展
に
寄
与
し
た

い
と
考

え
て
い
ま
す

。

デュアル＆セカンドキャリア形成支援事業 TOP NEWS
年初の決意を力強く

１
月
13
日
（
水
）
に
、
太
田
周
学
長
が
教
職
員
に

年
初
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
「
や
れ
ば
で
き

る
！
」
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
日
々
の
仕
事
を
「
一

歩
前
に
」
す
す
め
よ
う
。
「
建
学
の
精
神
」
に
則
り
、

選
択
と
集
中
と
創
造
に
よ
る
「
光
り
続
け
る
特
色

あ
る
大
学
」
を
作
ろ
う
。
地
域
社
会
に
期
待
さ
れ

る
大
学
・
短
大
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
お
う
と
、

２
０
１
６
年
の
飛
躍
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

本
学
卒
業
生
の
松
崎
啄

也
選
手
（
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
入
団
）
と
経
営
学
部
4

年
生
の
中
村
雅
志
選
手

（
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
入

団
）
が
太
田
周
学
長
に
プ

ロ
入
り
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。
松
崎
選
手
は
「
プ
ロ
は

き
び
し
い
世
界
で
す
が
、

ま
ず
は
１
日
で
も
早
く
一

軍
に
上
が
れ
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
。
」
と
、
中
村
選

手
は
「
自
分
の
良
さ
を
生

か
し
て
、
努
力
し
ま
す
。
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を

語

っ
て
く
れ

ま
し
た
。

学長年初の挨拶／デュアル＆セカンドキャリア形成支援事業／県内大学初の自転車部を創部
本学の卒業生松崎選手と経営学部中村選手がプロ入りの挨拶／教育実習報告会
教職課程履修学生「パラ駅伝」でサポートボランティア／学生＆企業研究発表会で金賞受賞

キャリア探検隊[日光山輪王寺]／キャリア・就職支援だより
短大・２年生を送る会／イベントスケジュール

学生＆企業研究発表会で
経営学部中島ゼミが金賞

11
月
29
日(

日)

、
２
０
２
０

年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の
成
功
を
目
指
す
「
パ
ラ

駅
伝

in
T
O

K
Y
O

２
０
１
５

（
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
」
が
、

東
京
都
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園
陸
上
競
技
場
及
び
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
会
場
に
し

て
開
催
さ
れ
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
人
間
文
化

学
部
の
教
職
課
程
履
修
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

春に向けて希望ふくらむ

県内大学初の自転車部を創部

松崎選手と中村選手がプロ入りの挨拶

人間文化学部＆経営学部

日光アイスバックスの現役選手が入学

11/26付

11/17付

12/22付



（第9回）

日光山輪王寺 勤務

Event schedule

作大・作短広報新聞『燦-KIRARI-』 第20号

3
月
1
日
（
火
）
に
学
内
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
学
の
学
生
を
採
用
し
た
い
と

い
う
企
業
が
約
70
社
参
加
す

る
予
定
で
す
。
毎
年
、
採
用
に

直
結
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

3
年
生
は
是
非
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
何
も
準
備
し

な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
2
月
は
2
回
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
し
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
服
装
や
マ

ナ
ー
と
い
っ
た
基
本
動
作
の
指

導
や
、
参
加
企
業
の
業
界
・
企

業
研
究
の
方
法
を
学
ぶ
予
定
で

す
。2

月
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
十
分

な
準
備
を
し
、
3
月
の
合
同
企

業
説
明
会
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

２年生を送る会

大
学
院
入
試
Ⅱ
期

今
回
の
「
キ
ャ
リ
ア
探
検
隊
」
は
、
日
光
山
輪
王
寺
に
勤
務

し
て
い
る
手
塚
弘
貴
（
ひ
ろ
き
）
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
手
塚

さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
コ
ン
ビ
ニ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
て
、

接
客
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
、
は
じ
め
た
そ
う
で
す
。
お

坊
さ
ん
で
は
な
く
、
職
員
と
し
て
参
拝
者
の
案
内
な
ど
の
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

就
職
し
て
１
年
に
な
り
ま
す
が
、
歴
史
あ
る
輪
王
寺
で
働

く
た
め
に
は
、
作
法
や
仏
教
の
知
識
な
ど
、
覚
え
る
べ
き
事
が

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
「
毎
日
が
勉
強
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
日
々
新
し
い
こ
と
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
」

と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

EDITORIAL NOTE

手塚 弘貴さん
（経営学部 経営学科 卒業生）

02

経営学部
中島 洋行教授

2
2016

SUN
314

WEDSUN

節
分

建
国
記
念
日

3
2016

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

21
MON

学
位
記
授
与
式
・謝
恩
会

TUE

A
O
入
試
・
吹
奏
楽
A
O
入
試

3
SUN

14
FRI

1 19

THU

MON・TUE

学
内
合
同
企
業
説
明
会

16-1
MON・TUE

保
育
実
習(

1
年
生)

23-22
FRI

赤
十
字
幼
児
安
全
講
習
会

24
WED

第
13
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

女子短期大学部

ひ
な
ま
つ
り

春
分
の
日

20

11
THU
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18

１
月
14
日
（
木
）
、
短
大

で
は
学
友
会
主
催
の
「２
年

生
を
送
る
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
現
１

年
生
が
中
心
と
な
っ
て
開

催
す
る
最
初
の
行
事
で
、

お
世
話
に
な
っ
た
２
年
生

を
感
謝
の
気
持
ち
で
お
も

て
な
し
し
ま
す
。
楽
し
い

ゲ
ー
ム
や
１
年
生
の
作
っ

た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
盛
り

上
が
り
、
招
待
さ
れ
た
２

年
生
は
短
大
を
巣
立
っ
て

行
く
の
だ
と
い
う
実
感
が

わ
い
て
来
た
よ
う
で
し
た
。

２
年
生
に
は
、
残
り
少
な

い
短
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
十
分
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

在学中に所属した中島ゼミで、作新祭に模擬店を
出した事が良い思い出です。

お
も
て
な
し
の
心
は
、

ど
ん
な
職
場
で
も
大
切
！

「
毎
日
が
勉
強
」と

い
う
1
年
目
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

１
２
５
０
年
に
及
ぶ

輪
王
寺
の
歴
史
に

新
た
な
1
ペ
ー
ジ

を

刻

む

気

概

を

も
っ
て
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

大
学
一
般
入
試
第
３
回

大
学
特
別
選
抜
入
試
Ⅱ
期

WED

175
SAT

第
12
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

大
学
一
般
入
試
第
２
回

学内合同企業説明会を開催

清
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
春
休
み
に
入
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
木
の
芽
が
ふ
く
ら
む
よ
う

に
、
学
生
た
ち
は
様
々
な
場
所
で
自
ら
を

成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
春
へ
の
期
待

を
込
め
た
記
事
を
集
め
た
『
燦
（
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｒ
Ｉ
）』20
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
（Ｎ
）

ひろき
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